
問 13 (a) 直列リアクトル SR のパーセントインピーダンス% LZ ＝6 %は，定格容量 P ＝160 kvar の遊休中の進相コンデ

ンサに対するものである。実際には，定格容量 P′＝106 kvar の施設する進相コンデンサ SC に対しての直列リアクトルの

パーセントインピーダンス% ′
LZ [%]を考えねばならない。基準容量を P′として変更したときの% ′

LZ は，次式より求まる。 

   % ′
LZ ：% LZ ＝ P′ ： P ，∴% ′

LZ ＝%
P
PZL
′

⋅ [%] ・・・ ① 

 式①に P ＝160 kvar， P′＝106 kvar，% LZ ＝ 6 %を代入する。 

   % ′
LZ ＝

160
1066× ＝ 9753. % 

 施設する進相コンデンサ SC のパーセントインピーダンスを% CZ ＝ j− 100 %と考えると，直列リアクトル SR のパーセン

トインピーダンス% ′
LZ ＝ 9753.j %となる。 

 合成パーセントインピーダンス% 0Z は，次のようになる。 

   % 0Z ＝ 1009753 j.j − ＝ 025.96j− % 

 この全体にV ＝ V6600 が加わり，SC の両端の電圧を CV [V]とすると次式のようになる。 

   V ： CV ＝% 0Z ：% CZ  CV∴ ＝ V
Z%
Z% C ⋅

0
 [V] ・・・ ② 

 式②に% CZ ＝－ 100j %，% 0Z ＝ 02596.j− %，V ＝ V6600 を代入する。 

   CV ＝ 6600
02596

100
×

−
−

.j
j

≒ V26873.  → 6875V  

(b) 基本波の 1 周期の間に第 5 調波は 5 周期するものである。したがって直列リアクトル(コイル)SR では，5 倍のインピー

ダンスになる。また進相コンデンサ SC のインピーダンスは
5
1
倍となる。 

 第 5 調波に対する SR のパーセントインピーダンス% 5LZ ＝ 97535 .j× ＝ 87519.j %となる。 

 第 5 調波に対する SC のパーセントインピーダンス% 5CZ ＝
5
100j−

＝ 20j− %となる。 

 全体として合成インピーダンス% 05Z ＝ 2087519 j.j − ＝ 1250.j− %となり，0に近い値であり，共振状態のようになり，過

電流によるリアクトルおよびコンデンサの焼損の危険がある。 
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